
令和元年12月12日
阿賀町公民館講堂

第５回

「まちづくりの種」をまこう



本日のプログラム

１．「まちづくりの種」をまくために

・プロジェクト案を磨く

・アクションプランを考える

・プレゼンの準備

２． 振り返り

３． 事務連絡



前回に引き続き、プロジェクト案・
アクションプランに取り組んでくだ
さい。

わからないこと、気になること、自分たち
では整理しにくいことなどありましたら、
スタッフに声をかけてください。



プロジェクト案を

磨き上げるためのヒント



その企画は
「ワクワクするもの」ですか？

「実現性」を優先してしまうと、企画の一番の成功要因
である「ワクワク」というモチベーションが死んでしま
うため、やっぱり行き詰まります。

「これが実現した社会に心からワクワクできるか？」と

いう思考でもう一度自問自答してみてください。



それは、未来を織り込んだものに
なっていますか？

今の市況だけ見て設計していると、提供を開始した時は良くて
も、あとは必要とされないものになってしまう恐れがあります。

今だけでなく、ずっと価値をもた
らし続けられる企画を！

NEED



WISHNEED

CAN
ベストなプロジェクト

• 未来日記に描いた
町の未来

• 自分たちがやりた
いことは何か

• 現状の課題
• 何が必要とされているか

• 自分たちにできること
は何か

• 今ある資源（ヒト・モ
ノ・カネ・情報等）は
何か



その企画の売りをひとことで言え
ますか？

ひとつの企画にいろいろな要素が入ると間口が広が
り可能性が広がる一方、その企画で伝えたいことや
提供したい価値が不明瞭になってしまいます。

その企画で提供したい価値をひとことで言
えるまで企画の売りを突き詰めて考えてみ
ましょう。



実現の具体性

その企画を実際に動かしていくための具体性が抜け落ち
ていると、実現が困難になり、プロセス上も混乱を生ん
でしまいます。

その企画を現実のものにすることを強く意識し、
コンセプトと実現する具体的なものとの間にズ
レがないかを繰り返し確認しながら調整を続け
る。



目標設定のコツ

プロジェクトの要素

□Where-どこで：場所

□What-何を：アクションの内容

□Who-誰が：担当・人数

□Whom-誰に：相手・どんな属性の人に？

□When-いつ：開始・期限・頻度

□Why-なぜ：目的・ニーズ

□How-どのように：手段・方法

□How－much-いくらで：数量・金額

□具体的である□測定できる□同意できる□現実的である□期限がある

※必ず必要ではないが、事業資金が必要な場合



準備

• 誰が？

• 何を

• どこで？

• いつまで
に？

実施

• 誰が？

• どこで？

• いつまで
に

振り返り

• 誰が？

• どこで？

• いつまで
に

アクションプランを考えよう



机の上にある「アクションプラン
シート」にやるべきことなど付せん
に書き出して整理しましょう。

「まちづくりの種」シートができたら、
アクションプランシートをつくります。



プレゼンの準備

■プレゼンで大切なこと

大切なのは「伝える」ことではなく、この場にいる皆さ
んとともに「未来を一緒に描くこと」

この企画の聞き手 (町民)のことをいかに考えてあげるか

プレゼンは「自分の考えを聴いてもらう場」では
ありません。目的は、相手に何らかの行動をとっ
てもらうこと。



1分で話せるように話を組み立て、伝える

私の主張は〇〇です。理由は3つあります。
1つは□□□
2つめは□□□
3つめは□□□

相手の頭の中に枠組みをつくって
あげる話し方

プレゼンのゴールを明確にする

聴き手が賛成してくれたらいいのか
聴き手に動いてもらう必要があるのか

このプレゼンを通して、聴
き手をどういう状態に持っ
ていきたいのか

覚えやすく、その一言で、プレゼン全体を表現するようなキーワード



ストーリーテリング

「まちづくりの種」シートはメッセージが魅力的
に伝わるストーリー(物語）ができています。

①その時代に共有されている話題問題から入り、語り手
と聴き手に共通の土台をつくる

②聴き手が日頃から問題だと感じたり悩んだりしている
ことに触れ、聴き手の人生の物語を大きく変えるかも
しれないという予感を生むストーリー

③語り手のこれまでの経緯や経験談を語る。自分はどう
いう人間であり、なぜここで語っているのかという
パーソナルストーリーを紡ぐ



2月22日 プレゼンテーション当日

会場 阿賀町公民館講堂（開場12：30～）

開 会 13：00
挨 拶 13：00～13：10
発 表 13：10～14：00 プレゼン×ポスターセッション

前半 ４チーム
14：00～14：15 休憩
14：15～15：05 プレゼン×ポスターセッション

後半 ４チーム
15：05～15：30 補足プレゼンテーション
15：30～15：45 投票
15：45～15：55 投票結果の発表

閉 会 16：00
会場後片付け 撤収 １６：３０を目安



🤔プレゼンテーションをなぜやるのか？

成果を分かち合う

🤔ポスターセッションって何をするの？

成果を壁に貼りだしてブースをつくります。
参加者は興味のあるグループに行って質問や
評価を付せんに書いて貼っておきます。
発表者は最後の補足プレゼンテーションで質
問等にお答えします。



🤔プレゼンをするのにポスターセッション
はなぜ必要なの？

プレゼンの際に質疑応答に十分な時間が掛けら
れないため、それを補うためにポスターセッ
ションを行います。

🤔投票ってどうやるの？

共感するプロジェクト、応援したいと思うプロ
ジェクトに１人２チームまで投票できます。参
加者は自分のチームには投票できません。１．
２位を発表します。


